
七月を迎え、沖縄では梅雨が明けましたが、近畿地方を含めた本州では、まだまだこれからが梅雨の本格的

な時期に入るそうです。雷をともなう突然の大雨や、梅雨前線の停滞による長雨で生じる自然災害が心配です。

今年の梅入りは例年より早かったのですが、梅雨明けはおそらく 20 日以降になり、長くなりそうです。晴れ

た日には、強烈な夏の日差しと高い湿度とで、熱中症になりやすいので気をつけてください。院長の喜多です。 

先月の中頃に、アジサイの名所である京都宇治の三室戸寺へ行って来ました。テレビで紹介されていたこと

もあり、訪れた当日は外国からの観光客の方も非常に多く、本堂では長い列になって参拝者が並んでいました。

三室戸寺には、杉木立に囲まれた広大なあじさい園があり、約 50 種２万株のアジサイが植えられています。 

アジサイの原産地は、日本や中国などのアジアや北米だそうで、18 世紀後半には西洋で人気が高くなり、

世界中で毎年品種改良が進められてきて、今では約 3000 品種以上になるそうです。それらの中でも、代表

的な種類には、①ガクアジサイ（日本固有品種、花は大きく華やか）、②ホンアジサイ（日本の品種で、通称

アジサイと言えばホンアジサイを指し、和風のアジサイで手毬咲き）、③西洋アジサイ（日本のホンアジサイ

を西洋で品種改良したもので、西洋アジサイ、ハイドランジアと呼び、日本古来のものよりも見た目が豪華）、

④ヤマアジサイ（日本固有品種、ガクアジサイによく似ているが、花は小ぶりで茎も細い）の４種があります。 

一般に、花として鑑賞している部分（装飾花）は、実は花ではなく、葉が変形して色づいた部分（がく）に

相当します。花の咲き方には、①北アメリカ原産のアナベルのように、装飾花が密集して手毬のように咲くも

の、②ガクアジサイのように、数枚の装飾花が中央の小さい両性花を縁取るように咲くもの、③ノリウツギや

ミナヅキのように、円錐形に花が密集して、ピラミッドのような形で咲くもの、以上の３パターンがあります。 

花の色は、土の pH の影響を受け、酸性の土で青に、中性からアルカリ性の土では、紫からピンクに変化し、

もともと白い花は色が変わらないそうです。家に帰り、スマホで撮影したハート型のアジサイが、手毬咲きの

ものだと調べて分かりましたが、朝ドラの植物学者のように、花の写真だけで品種を当てるのは無理ですね。 

～Vol.15８あなたの生活に役立つ情報が満載のきた歯科医院だよりです～ 
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